
 

 

 

 

 

 

きれいにするのはむずかしい・・・ 

９月２４日（土）、子ども司書養成講座第５回

の講義が行われました。今回のテーマは「本が

できるまで」「本を作ってみよう（その２）」で

す。前回のその１では豆本の中身と表紙を途中

まで作りましたが、第５回の今日はその続きか

ら行いました。まずは表紙を完成させ、中身の

化粧断ち（本の小口をきれいに切りそろえるこ

と）をし、表紙と中身を合体させました。慣れ

ないカッターでの作業に、化粧断ちをするとき

には苦戦しているようでした。あとは固定して

乾燥させれば完成です。最後に１冊の本がどの

ようにして作られているのかを学びました。本の部分の名前を覚えたいという受講生もいました。 

完成した豆本は乾燥させるので、お披露目は次回までのお楽しみ♪ 
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＜編集後記＞                             担当：しも 

豆本作り後半戦。予想以上に時間がかかり、本ができるまでの話をあまりできませんで

した。早口の説明でわかったのか、興味がないのか質問もなく、さみしかったです。 

第６回 １０月８日 

よみ聞かせに挑戦！ 

次回の講師より 

 

よみ聞かせについて、どう

いうものか、小さいときの

思い出などをお家の人と

話してきてください。 

も 司 新 
書 

和装（わそう）と洋装（ようそう） 

 本のとじ方には大きく分けて和装と洋装があり

ます。本屋さんで売っている多くの本は洋装です。

和装は古くから日本で行われていた製本のしかた

です。和装にはのりを使う方法と糸を使う方法があ

り、のりの付け方や紙の折り方、糸のかがり方で

様々な名前がついています。例えば、本文の紙を折

り、その折目を下にして折り、それを数個重ねて折

目の部分に穴を開けて糸でとじた双葉列帖装（そう

ようれつじょうそう）。なんだか舌をかみそうです。 


